
，

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
系
譜

田
　
　
内
　
　
幸

（15）　マーケティング論の系譜

は
じ
め
に

　
東
京
高
等
商
業
学
校
が
東
京
商
科
大
挙
に
昇
格
し
た
大
正
九
年

か
ら
、
記
録
を
た
ど
る
こ
と
に
し
よ
う
。
最
初
に
断
っ
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
マ
i
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
講
座
は
き
わ
め
。

て
新
し
い
も
の
で
、
昭
和
五
四
年
四
月
に
始
っ
た
も
の
で
あ
る
に

す
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
前
身
は
「
配
給
論
」
で
あ
っ
た
。

商
学
部
に
は
、
も
と
も
と
講
義
名
に
は
片
仮
名
を
使
わ
な
い
と
い

う
伝
統
が
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
「
オ
ペ
レ
ー
シ
目
ン
ズ
・
リ
サ
ー

チ
」
と
普
通
に
呼
ぱ
れ
て
い
る
も
の
も
、
「
管
理
工
学
」
と
日
本
名

を
つ
け
て
い
る
。
唯
一
の
例
外
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
商
品
」
で
、
こ

れ
は
、
”
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
を
日
本
語
に
直
す
こ
と
は
不
可
能
な
の

で
、
や
む
を
え
ず
に
そ
の
ま
ま
片
仮
名
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
の
場
合
、
日
本
で
は
、
昭
和
＝
二
年
に
、

当
時
の
経
団
連
会
長
の
石
坂
泰
三
氏
を
団
長
と
す
る
、
日
本
生
産

性
本
部
の
「
ア
メ
リ
カ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視
察
団
」
が
、
帰
朝

報
告
書
を
発
表
し
た
と
き
が
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
日
本
へ
の
正

式
導
入
の
時
点
と
さ
れ
て
い
る
が
、
一
橋
大
学
に
お
い
て
は
、
昭

和
五
三
年
ま
で
、
「
配
給
論
」
の
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
講
義
を
つ
づ
け
た
。
後
に
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、

「
配
給
論
」
と
名
付
け
ら
れ
た
講
義
は
昭
和
一
七
年
か
ら
、
深
見

義
一
教
授
に
よ
っ
て
、
定
年
退
官
の
昭
和
三
五
年
ま
で
、
毎
年
な

い
し
は
隔
年
に
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、

戦
時
中
の
、
本
当
の
意
味
に
お
け
る
「
”
配
給
”
論
」
か
ら
、
戦

争
後
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
「
配
給
論
」
へ
と
、
大
き
な
変
化
を

し
て
い
る
。
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昭
和
三
七
年
か
ら
は
、
当
時
専
在
講
師
で
あ
っ
た
困
内
幸
一
が
、

深
見
名
誉
教
授
の
後
を
継
ぎ
、
「
配
給
論
」
を
担
当
し
た
が
、
そ

の
内
容
は
全
く
の
ア
メ
リ
カ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
そ
の
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
商
挙
部
の
、
講
義
タ
イ
ト

ル
に
片
仮
名
は
用
い
な
い
と
の
伝
統
に
し
た
が
っ
て
、
講
義
名
と

し
て
は
「
配
給
論
」
を
守
り
続
け
て
い
た
。
そ
の
後
神
戸
大
学
が

「
配
給
論
」
を
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
」
と
変
え
る
と
と
も
に
、

実
験
講
座
化
（
予
算
が
多
く
な
る
）
に
成
功
す
る
や
、
東
大
も
同

様
の
動
き
を
し
、
一
橋
も
、
同
じ
よ
う
に
実
験
講
塵
化
し
、
講
塵

名
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
」
と
な
っ
た
。
実
験
講
座
化
し
た
の

は
、
「
配
給
論
」
の
本
来
の
静
的
な
内
容
に
比
べ
て
、
「
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
論
」
に
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ
と
い
っ
た
動

的
な
、
実
験
的
内
容
を
含
む
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
講
座
名
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
」
、
講
義
名
は
「
配

給
論
」
が
、
そ
の
後
し
ぱ
ら
く
続
い
た
の
で
あ
る
が
、
〃
配
給
。

と
い
う
日
本
語
も
余
り
に
古
臭
い
響
き
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
し
、

講
座
名
と
講
義
名
と
が
余
り
に
か
け
離
れ
て
い
る
の
も
好
ま
し
く

な
い
し
、
片
仮
名
を
講
義
名
に
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
低
抗
感

も
薄
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
た
の
で
、
商
学
部
教
授
会
に
は
か
っ
て
、

昭
和
五
四
年
の
新
学
期
か
ら
、
「
配
給
論
」
は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
L
に
変
え
ら
れ
た
。
講
座
名
が
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
」
で
あ

る
の
に
、
講
義
名
を
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
し
た
理
由
は
、
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
す
ぐ
れ
て
現
実
志
向
的
な
研
究
領
域
で
あ
り
、

講
義
の
内
容
の
多
く
の
部
分
が
、
〃
論
・
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ

〃
現
象
説
明
。
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
現
在
の
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
講
義
の
源
を
た
ど
る
と
、
今
述

べ
た
、
こ
と
く
に
、
「
配
給
論
」
に
は
容
易
に
到
達
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
そ
の
前
を
た
ど
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
あ

え
て
そ
れ
を
試
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
た
し
か
に
講
義
の
継
続
と

し
て
、
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
の
源
を
た
ど
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
い
が
、
教
え
る
人
の
流
れ
と
し
て
捕
え
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど

難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
太
い
流
れ
は
、

　
　
内
池
廉
吉
教
授
↓
深
見
義
一
教
授
↓
田
内
幸
一
教
授

で
あ
る
。
し
か
し
講
義
の
流
れ
と
し
て
源
を
探
る
こ
と
が
難
し
い

理
由
は
、
内
池
、
深
見
の
両
教
授
、
そ
し
て
特
に
内
池
教
授
が
・

様
々
な
講
義
を
担
当
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

戦
前
・
戦
中

　
大
正
九
年
か
ら
昭
和
一
五
年
ま
で
の
年
表
を
み
て
印
象
付
け

ら
れ
る
の
は
、
内
池
教
授
が
、
「
財
政
学
」
、
「
売
買
組
織
」
、
「
倉
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匡国■内池氏 璽内池氏 匿内池氏：

犬正9年

緒方氏併担 井藤氏併担

昭和3年

終　り 昭和8年
璽　内池氏 亟内池氏

終　り 昭和9年

園福田敬太郎氏

昭和10年

深見義一氏 昭和12年

内池氏終り 〃 休み 昭和13年

深見氏 福田氏 終　り 昭和14年

終　　り 増地氏 昭和15年

庫
」
の
三
講
義
を
昭
和
三
年
ま
で
同
時
に
担
当
し
て
お
ら
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
昭
和
九
年
か
ら
＝
一
年
ま
で
は
、
「
倉
庫
」
と

「
市
場
組
織
」
を
同
時
に
担
当
さ
れ
た
。
昭
和
九
年
だ
け
を
取
っ

て
み
る
と
、
こ
の
二
つ
に
「
杜
会
保
険
」
が
加
わ
っ
て
、
三
講
義

併
行
で
あ
る
。
し
か
も
講
義
の
内
容
が
、
今
で
は
全
く
別
の
専
門

に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
「
財
政
学
」
、
「
社
会
保
険
」
を
商

業
学
的
講
義
と
と
も
に
含
ん
で
い
る
こ
と
に
は
、
今
日
の
目
か
ら

す
る
と
、
全
く
の
驚
き
で
あ
る
。
「
倉
庫
」
も
、
現
在
で
は
「
交

通
論
」
の
領
域
に
属
す
る
研
究
科
目
で
あ
る
。

　
内
池
教
授
の
担
当
さ
れ
た
諸
講
義
は
、
同
教
授
が
昭
和
二
一
年

を
も
っ
て
定
年
退
職
さ
れ
、
名
誉
教
授
に
な
ら
れ
て
あ
と
も
講
師

と
し
て
担
当
さ
れ
た
昭
和
二
二
・
一
四
年
で
、
「
財
政
学
」
と
「
市

場
組
織
」
、
を
除
き
、
終
り
と
な
る
。
「
財
政
挙
」
は
井
藤
半
弥
氏

に
引
き
継
が
れ
て
、
そ
の
後
も
ず
っ
と
続
く
の
で
あ
る
が
、
「
市

場
組
織
」
の
ほ
う
は
、
昭
和
一
四
・
一
五
年
と
深
見
氏
に
引
き
継

が
れ
た
あ
と
、
終
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
商
業
関
連
の
科
目
と
し
て
は
、
「
売
買
組
織
」
と
「
市
場
組
織
」

と
が
内
池
教
授
の
担
当
ど
し
て
あ
り
、
そ
の
他
に
、
六
年
間
三
教

授
の
担
当
で
行
な
わ
れ
た
「
売
買
」
が
あ
る
。
時
間
の
流
れ
と
し

て
み
る
な
ら
ば
、
「
売
買
組
織
」
が
昭
和
八
年
で
終
っ
た
あ
と
、
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昭
和
九
年
か
ら
「
市
場
組
織
」
が
始
ま
り
、
そ
れ
が
昭
和
一
五
年

で
終
る
と
、
一
年
お
い
た
昭
和
一
七
年
か
ら
「
配
給
論
」
が
始
ま

っ
た
、
と
い
ヅ
こ
と
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
い
わ
ぱ

鬼
っ
子
の
よ
う
な
形
で
、
六
年
間
だ
け
「
売
買
」
の
講
薮
が
開
か

れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
売
買
組
織
」
の
講
義
内
容
を
、
犬
正
一
五
年
の
講
義
要
綱
に

ょ
っ
て
み
る
と
、

　
一
　
市
場
、
意
義
及
英
発
達

　
二
　
腐
敗
性
品
市
場
ノ
組
織

　
三
　
穀
物
市
場
ノ
組
織

　
四
　
製
造
品
市
場
ノ
組
織

　
五
　
市
場
体
系

で
あ
り
、
昭
和
七
年
の
は

　
二
　
生
鮮
食
糧
品
市
場
ノ
組
織

　
五
　
仲
介
商
排
除
問
題

の
二
項
目
が
変
っ
て
い
る
。

「
市
場
組
織
」
の
講
義
内
容
を
、
昭
和
二
一
年
の
講
義
要
綱
に
ょ

っ
て
み
る
と
、

　
一
　
市
場
及
配
給

二
　
市
場
ノ
発
達

　
三
　
生
鮮
食
糧
品
市
場
ノ
機
構

　
四
　
穀
物
市
場
ノ
機
構

　
五
　
製
造
品
市
場
の
機
構

六
　
市
場
ノ
統
制

　
七
　
市
場
ノ
体
系

と
な
っ
て
い
る
。

　
同
じ
「
市
場
組
織
」
の
内
容
を
、
内
池
教
授
か
ら
あ
と
を
引
き

継
い
だ
深
見
教
授
の
昭
和
一
四
年
の
講
義
要
綱
に
よ
っ
て
み
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

　
「
初
メ
ニ
、
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ユ
ー
シ
百
ナ
ル
．
ア
プ
ロ
ー
チ
ヲ

試
ミ
、
次
二
、
コ
ム
モ
デ
ィ
テ
ィ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
ト
イ
フ
行
キ
方

510
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デ
、
市
場
組
織
の
解
剖
ト
検
討
ヲ
期
シ
タ
イ
、
ソ
シ
テ
特
二
、
前

者
ニ
ハ
許
可
制
其
ノ
他
ノ
施
設
統
制
、
更
二
経
営
統
制
ヲ
結
ビ
ツ

ヶ
、
後
者
ニ
ハ
物
動
計
画
二
基
ク
物
資
配
給
統
制
ヲ
結
ビ
ツ
ケ
テ

行
ク
予
定
デ
ア
ル
。

　
二
時
間
ヲ
単
位
ト
ス
ル
講
義
ノ
上
ノ
便
宜
ヲ
思
ヒ
、
本
年
度
ハ

各
回
講
義
ノ
題
目
ヲ
カ
リ
ニ
次
ノ
如
ク
定
メ
テ
論
述
ヲ
試
ミ
ヨ
ウ

ト
恩
フ
。
之
等
ノ
各
題
目
ハ
一
見
或
ル
点
重
複
セ
ル
ガ
如
ク
、
又

或
ル
点
本
講
義
ノ
内
容
ト
シ
テ
要
請
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ヲ
欠
ク
ガ
如

ク
見
エ
ル
カ
モ
知
レ
ナ
イ
ガ
、
斯
カ
ル
点
ハ
各
題
目
下
二
講
述
ス

ペ
キ
材
料
ノ
選
択
二
細
心
ノ
注
意
ヲ
払
フ
コ
ト
ニ
目
リ
補
ツ
テ
行

キ
度
イ
ト
思
フ
。

　
総
説
・
市
場
・
配
給
・
小
売
商
形
態
・
百
貨
店
・
チ
エ
ー
ン
ス

ト
ー
ア
・
ヴ
オ
ラ
ン
タ
リ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
小
売
商
許
可
制
・
小
売

商
改
善
ノ
諸
問
題
・
通
信
販
売
店
・
月
賦
販
売
店
・
卸
売
商
・
ジ

目
ヅ
バ
ー
．
出
荷
団
体
・
商
業
組
合
・
商
店
法
・
割
引
景
品
統

制
・
広
告
統
制
・
物
価
統
制
・
米
穀
ノ
配
給
・
小
麦
ノ
配
給
・
綿

花
ノ
配
給
・
生
鮮
食
料
品
ノ
配
給
・
製
造
品
ノ
配
給
・
配
給
切
符

制
度
1
・
全
体
主
義
と
商
業
L

　
深
見
教
授
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
長
い
講
義
内
容
の
紹
介
は
、
全

く
例
外
的
で
あ
っ
て
、
他
の
教
授
達
の
も
の
は
、
お
し
な
べ
て
内

池
教
授
の
も
の
と
同
じ
よ
う
な
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
講
義
内
容
を
み
る
と
、
「
売
買
組
織
」
の

ほ
う
は
大
正
九
年
か
ら
昭
和
八
年
ま
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
昭
和
六
年
の
満
州
馨
変
が
あ
っ
た
と
は
い
え
ま
だ
本
楮
的
戦

争
に
入
っ
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
統
制
と
い
う
項
目
は

な
い
が
、
昭
和
九
年
か
ら
一
五
年
ま
で
の
「
市
場
組
織
」
と
な
る

と
、
内
池
教
授
に
は
〃
市
場
ノ
統
制
・
、
深
見
教
授
に
は
・
広
告

統
制
、
物
価
統
制
、
配
給
切
符
・
と
い
っ
た
、
戦
時
経
済
的
な
色

彩
が
強
く
出
て
く
る
。

　
戦
前
の
日
本
に
は
、
強
力
な
統
制
経
済
へ
の
志
向
が
あ
っ
た
よ

う
で
、
内
池
教
授
の
昭
和
八
年
の
著
「
市
場
経
済
と
倉
庫
経
済
」

（
森
山
書
店
）
に
も
、
既
に
統
制
が
か
な
り
の
ウ
エ
イ
ト
を
も
っ

て
扱
わ
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、
市
場
は
自
由
に
機
能
す
る
に

ま
か
せ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
戦
争
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
統
制
は

必
要
で
あ
る
と
い
っ
た
議
論
が
、
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
深
見
教
授
は
、
私
の
恩
師
で
あ
る
か
ら
、
直
接
に
い
ろ
い
ろ
の

思
い
出
話
を
う
か
が
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
経
営
学
は
、
戦
争
中

は
生
産
向
上
で
忙
し
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
僕
は
困
っ
た
よ
、
と
い

わ
れ
た
の
が
、
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
一
橋
論
叢
昭

和
三
七
年
八
月
号
（
仇
4
8
M
2
）
「
深
見
名
誉
教
授
記
念
号
」
の
著
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作
目
録
を
く
っ
て
み
る
と
、
戦
時
中
に
も
、
か
な
り
の
数
の
論
文

や
単
行
本
を
書
い
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、
主
と
し
て
、
ナ

チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
お
い
て
施
行
さ
れ
た
小
売
商
許
可
制
の
研
究
と
、

配
給
切
符
制
度
に
関
す
る
研
究
に
分
類
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
小
売
商
許
可
制
の
研
究
は
、
内
池
教
授
と
の
共
著
「
小
売
商
許

可
制
の
研
究
」
（
同
文
館
）
昭
和
一
二
年
、
「
独
逸
に
お
け
る
小
売

商
統
制
政
策
の
動
向
」
（
商
挙
研
究
）
昭
和
一
一
年
、
「
小
売
商
許

可
制
の
要
講
に
関
す
る
塞
本
的
理
論
」
（
商
学
研
究
）
昭
和
一
五

年
、
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、

戦
時
的
雰
囲
気
の
中
で
の
研
究
で
あ
っ
た
。
し
か
し
小
売
店
の
数

が
ふ
え
す
ぎ
て
、
既
存
の
小
売
店
の
地
位
が
脅
か
さ
れ
る
か
ら
、

新
た
な
小
売
商
を
な
る
べ
く
出
て
き
に
く
く
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
の
意
識
を
、
小
売
商
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
が
昭
和
四
十
年
代
に
も

っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
深
見
教
授
の
諸
研
究
が
、
新
た
に
注
圓
さ

れ
た
も
の
だ
っ
た
。

　
ま
た
も
う
ひ
と
つ
の
切
符
制
度
の
研
究
は
、
昭
和
一
九
年
の
単

行
本
「
切
符
制
度
の
理
論
と
実
際
」
（
新
紀
元
社
）
に
代
表
さ
れ

る
が
、
こ
れ
も
、
昭
和
四
八
年
の
石
油
シ
目
ヅ
ク
後
、
ガ
ソ
リ
ン

な
ど
の
物
資
の
配
給
切
符
を
検
討
し
た
通
産
官
僚
達
が
古
本
屋
で

探
し
回
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
戦
後
再
び
脚
光
を
浴
び
た
。

戦
後

　
戦
争
が
終
れ
ぱ
、
自
由
経
済
の
時
代
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て
も
、

私
が
入
学
し
て
、
小
平
の
前
期
都
に
通
っ
た
昭
和
二
五
年
は
、
暖

房
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
窓
ガ
ラ
ス
も
割
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
板
で

ふ
さ
い
で
あ
れ
ぱ
上
等
、
大
体
は
寒
風
が
ビ
ュ
ー
ピ
ュ
吹
き
込
む

よ
う
な
教
室
で
講
義
を
聴
い
た
も
の
だ
っ
た
。
三
年
生
に
な
っ
て
、

国
立
に
行
っ
て
も
、
状
況
は
金
く
変
ら
な
か
っ
た
。
い
つ
も
腹
を

空
か
し
て
い
た
が
、
配
給
論
の
講
義
の
中
に
は
、
も
う
小
売
商
許

可
制
も
、
配
給
切
符
制
も
な
か
っ
た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
ナ
イ

ス
ト
ロ
ー
ム
教
授
の
も
と
に
留
学
を
さ
れ
た
研
究
の
成
果
が
、
講

義
を
、
ま
だ
進
駐
軍
の
古
領
下
に
あ
っ
た
日
本
で
は
、
ま
ぶ
し
い

よ
う
な
感
じ
の
も
の
に
し
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
図
を
黒

．
板
に
書
か
れ
て
、
こ
れ
が
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
ソ
、
こ
れ
が
メ
ー
シ
ー

百
貨
店
な
ど
と
説
明
さ
れ
る
と
、
一
生
の
間
に
そ
こ
に
行
け
る
日

が
来
よ
う
と
は
到
底
考
え
も
で
き
な
い
と
き
で
あ
っ
た
か
ら
、
た

だ
そ
こ
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
を
、
羨
し
く
思
う
だ
け
だ
っ
た

よ
う
な
記
憶
が
あ
る
。

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
正
式
に
導

入
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
ゴ
ニ
年
に
、
石
坂
泰
三
氏
を
団
長
と
す
る

9
旧
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日
本
生
産
性
本
部
派
遣
の
ア
メ
リ
カ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
視
察
団

が
、
帰
国
後
報
告
書
を
発
表
し
た
と
き
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
実
際
に
は
深
見
教
授
の
昭
和
二
四
年
の
著
書
「
商
業
学
」

（
春
秋
社
）
で
既
に
、
「
私
見
に
お
い
て
は
、
諸
活
動
、
そ
れ
に
よ

っ
て
物
資
が
生
産
者
側
よ
り
消
費
者
側
に
円
滑
に
移
転
さ
れ
る
、

そ
う
し
た
諸
活
動
の
総
合
概
念
が
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
戦
後
の
「
配
給
論
」
は
、

そ
の
内
容
の
す
べ
て
が
、
今
で
い
う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
っ
た

と
は
い
え
な
い
が
、
か
な
り
の
部
分
が
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
あ

っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
o

　
た
だ
犬
き
く
違
う
と
こ
ろ
は
、
商
と
は
何
ぞ
や
、
蘭
業
と
は
何

か
、
市
場
と
は
何
か
、
と
い
っ
た
よ
う
な
ド
イ
ツ
的
概
念
の
定
義

に
か
な
り
ウ
エ
イ
ト
の
あ
っ
た
こ
と
、
流
通
証
券
の
実
務
・
法
偉

面
の
詳
し
い
説
明
、
そ
れ
と
関
連
し
て
・
貿
易
手
続
中
の
B
■
L
，

L
／
C
な
ど
に
つ
い
て
も
詳
し
い
説
明
の
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、

プ
ロ
ダ
ク
ト
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
は
金
然
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
、
で
あ
る
℃

　
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
深
見
教
授
が
昭

和
三
五
年
三
月
で
定
年
退
職
さ
れ
る
直
前
に
、
こ
れ
に
つ
い
て
の

博
士
論
文
を
提
出
さ
れ
て
博
士
号
を
受
け
ら
れ
、
そ
れ
が
昭
和
三

七
年
に
千
倉
書
房
か
ら
「
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
と
し

て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
一
重
要
機
能
と
し
て
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
プ
ヲ
ン
ニ
ン
グ
は
戦

後
の
も
の
で
あ
っ
た
し
、
日
本
に
お
い
て
、
本
当
に
こ
の
機
能
が

企
業
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ
だ
し
た
の
は
、
昭
和
四
〇
年
代
の
前

半
以
降
で
あ
っ
た
か
ら
、
深
見
教
授
の
「
配
給
論
」
講
義
の
中
に

そ
れ
が
合
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
り
、
か
つ
昭
和
三

五
年
時
点
に
お
い
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
博
士
論
文
を
書
か
れ
た

の
は
、
大
変
な
先
見
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
四
〇
年
代
前
半
ま
で
の
、
企
業
の
製
品
に
つ
い
て
の
考
え

方
は
、
外
国
、
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
技
術
革
新
の
成
果
を
買
っ

て
き
て
、
そ
れ
を
日
本
で
製
品
化
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
企
業
の
主
要
関
心
事
は
、
外
国
の
企
業
で
め
ぽ
し

い
新
技
術
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
を
、
他
社
よ
り
も
早

く
探
し
出
し
、
少
し
で
も
早
く
そ
の
会
社
と
技
術
導
入
の
契
約
を

結
ぶ
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
例
は
、
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
（
現
在
の
東

レ
）
の
ナ
イ
ロ
ン
、
帝
人
の
テ
ト
ロ
ン
、
ソ
ニ
ー
の
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
、
明
治
製
菓
の
ペ
ニ
シ
リ
ン
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
は
、
巳
本
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
プ
ロ

ダ
ク
ト
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ヘ
の
要
請
は
、
な
か
っ
た
と
い
っ
て
い
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い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
必
要
で
あ
っ
た
の
は
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ

ジ
ン
グ
で
あ
ウ
た
。
深
見
教
授
の
前
掲
書
「
商
業
学
」
に
よ
っ
て

み
れ
ば
・
、
こ
れ
は
「
配
給
過
程
の
一
部
で
あ
り
、
何
を
生
産
す
べ

き
か
、
何
を
商
品
種
類
に
加
え
、
ま
た
之
よ
り
削
除
す
べ
き
か
、

の
決
定
、
旧
製
品
に
対
す
る
新
用
途
、
並
ぴ
に
旧
用
途
に
対
す
る

新
製
品
の
開
発
、
そ
の
他
、
製
品
の
個
格
付
け
等
を
任
と
す
る
も

の
で
、
物
資
を
消
費
者
の
嗜
好
に
適
合
せ
し
む
る
の
術
こ
そ
、
マ

ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
の
総
計
で
あ
り
、
本
質
で
あ
る
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
深
見
教
授
は
英
米
法
に
も
大
変
に
詳
し
く
、
戦
後
に
な
っ

て
、
法
挙
部
の
英
米
法
担
当
教
授
と
し
て
田
中
和
夫
氏
が
赴
任
さ

れ
る
ま
で
は
〃
私
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
た
。
そ
う
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
講
義
の
中
で
も
、
約
因
と
か
エ
ス
ク
ロ
ウ
と
か
の
言
葉

が
よ
く
使
わ
れ
た
。

　
証
券
市
場
に
つ
い
て
も
深
い
知
識
を
持
っ
て
お
ら
れ
、
昭
和
二

八
年
か
ら
、
「
証
券
市
場
論
」
の
講
義
を
始
め
ら
れ
た
。
そ
し
て

「
配
給
論
」
と
交
代
の
隔
年
講
義
と
し
て
、
定
年
ま
で
に
、
昭
和

三
〇
、
三
二
年
と
三
年
間
開
講
さ
れ
た
。
こ
の
講
義
は
、
昭
和
三

四
年
四
月
か
ら
は
、
小
樽
商
科
大
学
か
ら
赴
任
さ
れ
た
木
村
増
三

氏
に
よ
づ
て
担
当
さ
れ
た
。
そ
の
木
村
教
授
も
定
年
退
官
さ
れ
、

現
在
は
、
釜
江
廣
志
助
教
授
の
担
当
で
あ
る
。

　
さ
て
、
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
深
見
教

授
は
、
「
配
給
」
を
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
同
義
に
解
し
て
お

ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
「
商
業
学
」
（
前
掲
書
）
の
序
詞
に
よ
っ
て
も

明
ら
か
で
あ
る
。

　
「
諸
活
動
、
そ
れ
に
よ
っ
て
物
資
が
生
産
者
側
よ
り
消
費
者
側

に
円
滑
に
移
転
さ
れ
る
、
そ
う
し
た
諸
活
動
の
綜
合
概
念
を
以
て
、

呂
胃
雰
弐
自
o
目
と
な
し
、
皇
o
峯
彗
彗
ぎ
ユ
邑
目
目
o
貝
と
な
し
、
ま
た
、

配
給
と
な
す
。
董
し
、
之
等
の
諸
語
は
、
最
近
二
、
三
〇
年
間
の

用
例
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
而
も
尚
、
こ
こ
に
掲
げ
た
る

概
念
を
表
現
す
る
に
は
、
最
も
適
当
な
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。

而
し
て
、
私
を
以
て
見
れ
ぱ
、
こ
こ
に
所
謂
る
配
給
な
る
語
に
相

当
す
る
、
我
が
国
古
来
の
語
は
、
商
で
あ
る
。
」

　
深
見
教
授
の
「
配
給
論
」
は
、
そ
の
時
代
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
研
究
は
、
既
述
の
、
こ
と
く
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
プ
ヲ
ン
ニ
ン
グ
を
加

え
、
そ
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
加
え
た
。
技
術

的
に
は
、
市
場
調
査
の
た
め
の
技
法
の
発
展
、
モ
デ
ル
分
析
の
進

歩
、
そ
し
て
消
費
者
行
動
分
析
の
た
め
の
行
動
科
学
的
概
念
の
豊

宮
化
な
ど
の
展
開
が
起
っ
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
貿
易
取
引
に
つ

514
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い
て
も
、
B
／
L
，
L
／
C
，
C
I
F
，
F
O
B
と
い
っ
た
取
引

技
法
か
ら
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
目
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ヘ
の
進
化

が
行
な
わ
れ
、
以
前
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
多
国
籍
企
業
の
分

析
在
ど
も
、
そ
の
中
で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
対
す
る
学
間
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

（
接
近
方
法
）
の
展
開
を
、
歴
史
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は
何
か

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
多
く
の
著
書
が
刊
行
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
は
様
々
の
定
義
を
そ
れ
に
与
え
て
い
る
。

、
そ
の
中
で
も
っ
と
も
基
本
的
か
つ
オ
i
ソ
ド
ヅ
ク
ス
な
も
の
は
、

ア
メ
リ
カ
．
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
協
会
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
用
語
定
義

委
員
会
に
よ
る
次
の
定
義
で
あ
る
。
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
財

貨
と
用
役
の
生
産
者
か
ら
消
費
者
な
い
し
は
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
流
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

を
指
揮
す
る
、
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
の
遂
行
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
が
、

し
か
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
機
能
面
よ
り
把
え
よ
う
と
し
た
こ

の
定
義
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
内
容
と
意
義
と
を
十
分
に
表
現

し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
E
・
J
・
マ
カ
ー
シ
ー
教
授
は
、
こ
の
定

義
に
、
「
顧
客
を
満
足
さ
せ
、
企
業
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

と
い
う
追
加
句
を
加
え
て
い
る
。
マ
カ
ー
シ
ー
教
授
の
意
図
は
よ

く
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
で
き
あ
が
っ
た
も
の
と
し
て
こ
の
定
義

を
み
る
と
、
い
ま
だ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
現
代
社
会
に
お
い
て

果
し
て
い
る
大
き
な
役
割
を
表
現
す
る
に
は
遠
い
の
で
あ
る
。

　
他
の
角
度
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
定
義
し
よ
う
と
す
る
試
み

も
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
経
済
学
で
い
う
効
用
の
概
念
を
用
い

る
も
の
で
物
理
的
な
生
産
は
形
態
効
用
を
創
る
に
す
ぎ
な
い
が
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
時
間
効
用
、
場
所
効
用
、
占
有
効
用
を
創

出
す
る
と
す
る
。
こ
の
定
義
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
対
し
て
腰

腰
加
え
ら
れ
る
、
そ
れ
が
非
生
産
的
で
あ
り
、
浪
費
的
で
あ
り
、

寄
生
的
で
あ
る
と
い
う
攻
撃
に
対
す
る
反
論
と
し
て
の
性
格
が
強

く
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
そ
れ
自
体
を
内
面
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う

と
し
た
動
機
か
ら
出
て
い
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
が
人
々
の
経
済
生
活
に
と
っ
て
有
用
な
機
能
を
果
し
て
い
る

こ
と
を
漢
然
と
示
す
こ
と
は
で
き
て
も
、
果
し
て
そ
れ
が
具
体
的

に
何
で
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
に
あ
げ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
定
義
と
は
違
っ
て
、

マ
i
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
経
済
成
長
に
対
す
る
貢
猷
と
い
う
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
我
々
の
経
済
的
厚
生
に
対
す
る
貢
献
を
正
面
か
ら
採

り
上
げ
た
の
が
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
、
「
社
会
へ
の
生
活
水
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

の
配
達
」
と
す
る
定
義
で
あ
る
。
こ
・
の
定
義
は
、
犬
量
生
産
を
可
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必要資源　　　　　緒果
の動員

圓
的
達
成
の
実
際
の
程
度

一
六
一
ガ

マーケティング努カのプログラミング

鱗
貰

汽
一

競争手段

7-irT4 1 P 
~ ,/ P;~~ 

~!p'Fl~ ,/ P;~ 

~i:~-~~~~ '/i?~ 

:] ~ !1;~r-S/ ~ ;l 

~:･ ~･li7X 
~t-1i~:X ' ~ ･y ~ ;~ 

麟
鱗
さ
内
汽
綿

企業目標の
分析

特定の市

欝機
される

能
に
す
る
た
め
に
は
大
量
販
売
が
必
要
で
あ
り
、
大
量
生
産
に
よ

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
水
準
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る

か
ら
、
大
量
販
売
、
つ
ま
り
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
こ
そ
が
生
活
水
準

の
上
昇
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
た
、

マ
ー
ヶ
テ
ィ
ン
グ
の
現
代
社
会
に
お
い
て
も
つ
大
き
な
意
義
を
明

確
に
述
べ
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
点
は
す
ぐ
れ
て
い
る
、
が
、
さ
て

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
を
も
つ
活
動

で
あ
る
の
か
は
、
全
然
示
さ
れ
て
い
な
い
。
や
は
り
、
こ
の
定
義

も
、
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
　
結
局
の
と
こ
ろ
、
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
財
貨
お
よ
び
用
役
に

対
す
る
需
要
を
把
握
し
、
そ
れ
を
満
足
さ
せ
る
製
品
を
創
り
、
販

売
促
進
、
物
的
流
通
、
商
的
流
通
を
通
じ
て
、
創
ら
れ
た
製
品
を

消
費
者
に
満
足
を
与
え
る
よ
う
な
や
り
方
で
届
け
る
社
会
的
過
程

　
　
＾
4
）

で
あ
る
」
と
い
う
定
義
が
妥
当
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
内
容
の
よ
り
一
層
の
理
解
を
助
け
る
た
め
に
“

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
努
カ
が
ど
の
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

の
か
を
簡
単
に
図
示
す
る
と
、
上
掲
の
よ
う
に
な
る
。

　
（
1
）
　
O
o
昌
昌
－
ま
8
o
目
U
o
｛
目
蔓
o
■
μ
§
喜
＆
§
味
b
意
§
き
§
夕

　
　
（
＞
畠
ま
彗
峯
胃
ぎ
ま
胴
＞
馨
o
葦
ぎ
）
し
8
o
；
・
o
・
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（
2
）
向
．
－
1
旨
o
O
彗
ま
き
寒
ぎ
§
喜
き
轟
1
㌧
§
§
軸
ミ
ミ

　
」
ミ
o
§
ぎ
篶
く
．
＆
’
（
－
；
ざ
）
一
H
ま
♪
〇
一
ω
一

（
3
）
勺
彗
－
旨
曽
ξ
§
雨
9
§
§
ミ
§
き
軌
明
♪
（
｝
胃
宅
・
）
一

　
岩
｝
少
o
や
－
o
o
l
N
0
0
．

（
4
）
o
8
・
。
・
o
＞
．
里
ω
員
』
o
；
U
昌
。
筥
－
凹
蜆
竃
o
旨
書
昌
8
×
・

　
↓
嘗
勺
o
さ
ミ
ミ
ぎ
“
ぎ
軸
§
畠
秦
雨
§
§
“
1
」
b
雨
ぎ
ミ
ミ
ミ
身
邑
雨
§
㎞

　
ふ
慧
§
§
ぎ
（
旨
O
目
…
）
一
宅
a
一

（
5
）
　
H
巨
O
昌
畠
＞
一
ω
雷
自
O
“
顯
目
O
－
）
O
冒
四
δ
＞
．
H
芭
色
O
■
」
き
．

　
§
恕
ふ
ミ
ミ
ミ
＆
§
、
ミ
§
§
喜
き
s
＄
　
（
牢
8
“
｝
8
－
由
巴
－
）
一

　
乞
a
1
勺
一
心
P

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
論

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
世
界
に
シ
ス
テ
ム
論
を
初
め
て
持
ち
込
ん

だ
の
は
、
一
九
六
二
年
の
老
・
■
竃
胃
竃
ρ
目
・
宍
①
旨
｛
の

、
ω
壱
蒜
冒
蜆
＞
勺
雫
8
g
ざ
峯
胃
岸
g
ぎ
o
司
＝
（
■
竃
智
固
目
o
肉
警
｛

Φ
o
．
一
．
旨
p
■
曽
o
目
胃
旨
－
峯
彗
〆
g
巨
o
q
一
～
目
ρ
＆
・
）
で
あ
っ
た
。
こ
の

論
文
は
、
ま
だ
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
理
解
が
十
分
で

は
な
か
っ
た
、
そ
の
当
時
の
状
況
を
反
映
し
て
、
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
の
説
明
が
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
は
、
複

数
の
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
に
よ
り
構
肪
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
間
に
は
コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
あ
る
。
こ
の
コ
ン

ポ
ー
ネ
ン
ト
間
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
の
解
決
に
は
、
そ
れ
よ
り
上
位

の
シ
ス
テ
ム
の
目
的
達
成
度
に
よ
る
評
価
に
よ
る
し
か
な
い
、
と

い
っ
た
こ
と
が
、
丁
寧
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
・
そ
こ
に

は
明
示
的
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
暗
々
の
う
ち
に
ト
ー
タ

ル
・
シ
ス
テ
ム
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
目
ン
・
モ
デ
ル
が
使
え
る
よ
う

に
な
れ
ぱ
、
こ
の
よ
う
な
コ
ン
フ
リ
ク
ト
の
解
決
は
、
容
易
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
が
、
合
意
さ
れ
て

い
る
。
一
言
で
い
う
な
ら
ぱ
、
こ
こ
に
も
や
は
り
、
ハ
ー
ド
、
ソ

フ
ト
を
含
め
て
の
コ
ン
ビ
ュ
．
ー
タ
の
進
歩
に
つ
い
て
の
、
大
き
な

楽
観
主
義
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
よ
り
五
年
後
の
一
九
六
七
年
に
、
国
胃
き
a

田
畠
巨
o
窒
肉
①
丘
Φ
メ
言
｛
・
＞
品
畠
什
に
書
か
れ
た
、
同
じ
標
題

の
論
文
の
内
容
は
、
す
っ
か
り
違
っ
て
い
た
。
書
い
た
の
は
、
広

告
代
理
店
の
副
社
長
で
あ
る
■
8
＞
邑
9
で
あ
る
が
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
対
す
る
シ
ス
テ
ム
ズ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
プ
ラ
ス
と
マ

イ
ナ
ス
の
両
方
に
つ
い
て
、
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
レ
ー
ザ
ー
、

ケ
リ
ー
の
両
教
授
に
よ
る
論
文
に
お
い
て
は
＾
プ
ラ
ス
の
面
に
つ

い
て
の
み
扱
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
論
文
に
お
い
て
は
、
プ
ラ
ス

の
み
な
ら
ず
、
マ
イ
ナ
ス
の
面
も
敢
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
両
面
の
議
論
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
は
、
両
面
が
時
間
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の
次
元
に
お
い
て
、
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
プ
ラ

ス
は
、
も
し
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
・
モ
デ
ル
が
つ
く
ら

れ
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ス
が
あ
り
ま
す
よ
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
が
、
マ
イ
ナ
ス
は
、
そ
れ
を
つ
く
る
過
程
に
お
い
て
、
こ
の

よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
が
あ
り
ま
す
よ
、
と
い
う
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
一
旦
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
・
モ
デ
ル
が
で
き
た
場
合

の
プ
ヲ
ス
は
大
き
い
。
あ
る
意
志
決
定
の
結
果
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
冒
ン
を
し

て
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
見
当
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

価
格
で
あ
る
と
か
広
告
費
で
あ
る
と
か
の
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
意

志
決
定
を
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
要
因
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ト
ー
タ

ル
・
シ
ス
テ
ム
の
ア
ウ
、
ト
プ
ッ
ト
、
つ
ま
り
利
益
額
で
あ
る
と
か

利
益
率
で
あ
る
と
か
、
売
上
額
で
あ
る
と
か
市
場
占
拠
率
で
あ
る

と
か
の
達
成
に
、
ど
の
程
度
敏
感
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
に
つ
い

て
も
、
シ
、
・
、
ユ
レ
ー
シ
目
ン
を
し
て
、
各
々
の
要
因
の
”
感
度
。

を
あ
ら
か
じ
め
、
調
ぺ
て
お
く
こ
と
も
で
き
る
。
こ
う
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
あ
る
場
合
の
意
志
決
定
に
際
し
て
ど
の
要
因
を
も
っ

と
も
重
視
す
ぺ
き
か
が
、
わ
か
る
こ
と
に
な
る
。

　
ト
ー
タ
ル
．
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
・
モ
デ
ル
が
で
き

た
場
合
の
利
点
は
、
こ
の
他
に
も
沢
山
あ
る
が
、
要
す
る
に
そ
の

す
べ
て
は
、
も
し
こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
が
つ
く
ら
れ
た
な
ら
ぱ
、

と
い
う
前
提
の
上
に
立
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
う
い
う
モ
デ
ル
が
つ
く
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
簡
単
に
前
捷

に
し
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
の
が
、
マ
イ
ナ
ス
の
立
場
で

あ
る
。
こ
こ
が
、
レ
ー
ザ
ー
＆
ケ
リ
ー
論
文
か
ら
五
年
の
歳
月
の

重
み
を
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
マ
イ
ナ
ス
も
、
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
。
ま
ず
第
一
は
、
ト
ー
タ

ル
．
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
と
い
う
膨
大
な
モ
デ
ル
を
つ

く
る
に
は
、
犬
変
な
数
の
シ
ス
テ
ム
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
必
要
と
さ

れ
る
が
、
こ
の
種
の
タ
レ
ン
ト
は
非
常
な
稀
少
資
源
で
あ
っ
て
、

は
た
し
て
最
終
的
に
で
き
る
か
で
き
な
い
か
、
は
っ
き
り
し
な
い

モ
デ
ル
づ
く
り
に
動
員
す
る
に
は
、
コ
ス
ト
が
大
き
す
ぎ
る
。
シ

ス
テ
ム
．
エ
ン
ジ
ニ
ァ
は
、
毎
日
す
る
ぺ
き
仕
事
を
沢
山
か
か
え

て
い
て
、
そ
れ
を
果
た
せ
ぱ
、
そ
れ
だ
け
の
効
果
が
た
ち
ど
こ
ろ

に
生
ま
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
有
用
な
仕
事
を
果
た
し
て
い
る
シ
ス

テ
ム
．
エ
ン
ジ
ニ
ァ
を
、
現
在
の
仕
事
か
ら
引
っ
こ
抜
い
て
、
で

き
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
ず
、
ま
た
た
と
え
で
き
る
と
し
て
も
、
い

つ
に
な
っ
た
ら
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
仕
事
に
当
ら
せ
る
こ
と
は
、

あ
ま
り
に
機
会
損
失
費
用
が
大
き
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
加
え
て
、
ト
ー
タ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
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は
、
各
企
業
ご
と
に
特
異
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ひ
と
つ
の
企
業

に
つ
い
て
の
モ
デ
ル
は
、
他
の
企
業
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
膨
大
な
費
用
を
か
け
て
つ
く
ら
れ
た
モ
デ
ル
は
、
他
の

多
数
の
企
業
に
適
用
し
て
、
コ
ス
ト
を
分
担
さ
せ
る
可
能
性
が
な

い
。
モ
デ
ル
構
築
の
膨
大
な
費
用
は
、
あ
く
ま
で
も
、
一
社
で
負

担
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
の
マ
イ
ナ
ス
は
、
た
と
え
こ
の
巨
大
な
モ
デ
ル
が
で
き
た

と
し
て
も
、
そ
れ
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
目
ン
・
モ
デ
ル
で
あ
る
か
ら
、

コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
の
中
で
動
か
し
て
み
な
け
れ
ぱ
、
な
ん
の
意
味
も

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
モ
デ
ル
の
中
の
各
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
に
、

具
体
的
な
デ
ー
タ
を
入
れ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
パ
ラ
メ

ー
タ
の
数
は
極
め
て
多
く
・
そ
の
た
め
の
デ
ー
タ
を
揃
え
る
た
め

に
は
、
想
像
も
で
き
な
い
ほ
ど
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

多
く
の
デ
ー
タ
は
、
い
く
ら
調
査
し
て
も
得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

特
に
消
費
者
行
動
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
は
、
こ
の
範
曉
に
属
す
る

も
の
が
、
多
い
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お

い
て
も
っ
と
も
重
要
な
要
因
は
、
消
費
者
行
動
な
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
困
難
は
極
め
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　
　
　
　
‘

　
ア
ド
ラ
ー
の
あ
げ
て
い
る
マ
イ
ナ
ス
は
、
ま
だ
こ
の
他
に
も
あ

る
が
、
こ
れ
だ
け
あ
げ
て
み
れ
ば
、
い
ず
れ
も
、
極
め
て
重
要
な

も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
既
に
述

べ
た
よ
う
に
、
マ
イ
ナ
ス
は
、
ト
ー
タ
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る

過
程
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、
プ
ラ
ス
は
、
も
し
そ
れ
が
つ

く
ら
れ
た
な
ら
ば
の
上
の
プ
ヲ
ス
で
あ
る
。
つ
く
る
上
で
の
マ
イ

ナ
ス
、
つ
ま
。
り
困
難
が
、
ほ
と
ん
ど
克
服
し
難
い
ほ
ど
に
大
き
い

な
ら
ば
、
プ
ラ
ス
は
事
実
上
ほ
と
ん
ど
意
味
を
持
た
な
い
。
実
際

に
は
、
ア
ド
ラ
ー
自
身
は
こ
こ
ま
で
は
っ
き
り
と
言
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
そ
の
論
文
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
よ
く
よ
め
ば
、

結
論
は
明
瞭
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
地
に
足
の
つ
い
た
基
礎
の
上
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
シ
ス
テ
ム
は
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
は
、
け
っ
し
て
壮
大
な
も
の
で
あ
る
は
ず
は
な
く
、
そ
の
あ

る
べ
き
骨
組
み
で
あ
る
と
か
、
局
部
的
な
、
た
と
え
ぱ
消
費
者
行

動
モ
デ
ル
で
あ
る
と
か
い
っ
た
も
の
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
発
表
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
も
、
こ
れ
は
全
く
同
じ
こ
と

で
、
壮
大
な
シ
ス
テ
ム
論
よ
り
は
、
地
遣
な
コ
ン
セ
プ
ト
論
や
機

能
論
が
多
く
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
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イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
シ
ス
テ
ム

　
一
九
七
五
年
の
　
目
彗
量
邑
｝
邑
冨
窒
射
望
－
Φ
峯
　
に
峯
．

o
；
巨
が
発
表
し
た
、
＞
目
邑
o
彗
■
嘉
一
冨
留
昌
ρ
雪
－
里
寝
罵
器

峯
彗
晶
o
冒
彗
什
二
と
い
う
論
文
は
、
企
業
に
お
け
る
情
報
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
、
全
く
意
外
な
面
か
ら
光
を
あ
て
る
も
の
で
あ
っ
た
。

日
本
に
お
け
る
日
本
人
を
日
本
人
が
管
理
し
て
い
る
企
業
と
、
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
人
を
ア
メ
リ
カ
人
が
管
理
し
て
い
る

企
業
と
を
比
較
し
た
と
き
、
ど
ち
ら
が
ヨ
リ
高
い
生
産
性
を
持
っ

て
い
る
か
を
問
え
ぱ
、
犬
低
の
人
は
、
前
者
の
ほ
う
と
い
う
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
は
、
事
実
・
確
か
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
な

ら
ぱ
〔
つ
ぎ
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
人
を
日
本
人
が
管

理
し
て
い
る
企
業
と
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
人
を
ア
メ

リ
カ
人
が
管
理
し
て
い
る
企
業
と
を
比
較
し
た
ら
、
ど
う
で
あ
る

と
多
く
の
人
は
思
う
で
あ
ろ
う
か
。
後
者
の
ほ
う
が
、
ヨ
リ
高
い

生
産
性
を
も
つ
の
で
は
な
い
か
と
恩
う
人
が
多
い
が
、
事
実
は
や

は
り
前
者
の
ほ
う
が
高
い
の
で
あ
る
。

　
そ
の
理
由
は
、
工
場
労
働
者
の
場
合
と
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
の

場
合
と
は
、
違
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
に

つ
い
て
の
み
・
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
オ
ー
ウ
チ
に
よ
る
と
・
目

本
人
経
営
者
の
も
と
に
あ
る
企
業
の
事
務
室
は
、
オ
ー
プ
ン
・
フ

ロ
ァ
ー
で
あ
る
。
部
長
の
前
に
は
課
長
が
い
、
課
長
の
前
に
は
課

員
が
い
る
。
全
部
一
望
の
も
と
に
見
渡
せ
る
。
あ
る
課
員
が
課
長

に
叱
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
課
の
人
達
だ
け
に
で
は
な
く
、
．
隣

の
課
の
人
達
に
も
よ
く
わ
か
る
。
あ
る
課
長
が
部
長
に
注
意
を
受

け
て
い
る
の
も
、
ま
わ
り
の
人
達
に
わ
か
る
。
あ
る
課
、
あ
る
部

が
い
ま
ど
ん
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る
の
か
が
、
公
式
に
い
わ
れ

る
ま
で
も
な
く
、
自
然
に
わ
か
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
の
場
合
に
は
、
。
み
ん
な
囲
い
や
個
室
の
中
に
入
っ
て

し
ま
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
自
然
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
．
目
ン
は
な
い

か
ら
、
す
べ
て
は
、
公
式
の
、
意
識
的
な
伝
達
に
よ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
い
く
ら
意
識
的
な
伝
達
の
シ
ス
テ
ム
が
う
ま
く
つ
く

ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
や
は
り
自
然
な
、
な
ん
で
も
ま
わ
り
に

わ
か
っ
て
し
ま
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
目
ン
に
か
な
う
わ
け
は
な
い
。

隣
の
課
が
い
ま
こ
ん
な
間
題
を
か
か
え
て
い
る
と
し
た
ら
、
間
も

な
く
自
分
の
課
に
こ
ん
な
ト
バ
ヅ
チ
リ
が
く
る
ぞ
と
予
期
し
て
、
・

何
も
い
わ
れ
る
前
に
、
そ
れ
に
対
応
し
た
準
備
を
し
て
し
ま
う
と

い
う
の
が
、
日
本
人
の
管
理
す
る
会
社
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
シ

ス
テ
ム
な
の
で
あ
る
。

　
日
本
の
企
業
の
場
合
に
は
、
別
に
こ
れ
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
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選
ん
だ
の
で
は
な
く
、
階
層
意
識
の
弱
さ
と
い
う
伝
統
文
化
の
た

め
に
こ
の
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
・
フ
ロ
ァ
を
事
務
室
に

採
用
し
て
き
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
意
識
的
に
こ
れ
を
み
る
と
、

優
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
注
意
し
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
の
は
、
こ
れ
は
、
ひ
と
つ
の
事
務
室
の
中
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
目
ン
・
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
大
変
に
優
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
範
囲
を
越
え
る
と
、
も
う
働
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
範
囲
を
越
え
た
ら
、
意
識
的
な
情
報
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
さ

れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
い
ま
で
も
ア
メ
リ
カ
の
ほ
う
が
強
い

で
あ
ろ
う
。ト

ー
タ
ル
・
モ
デ
ル
か
ら
局
部
モ
デ
ル
ヘ

　
ト
ー
タ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
・
モ
デ
ル
の
中
で

も
っ
と
も
重
要
で
、
し
か
も
も
っ
と
も
難
し
い
の
は
、
消
費
者
行

動
モ
デ
ル
で
あ
る
。
潴
費
者
行
動
が
完
全
に
モ
デ
ル
化
さ
れ
、
そ

れ
を
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
の
中
で
、
パ
ラ
メ
ー
タ
を
入
れ
て
シ
ミ
ュ
レ

ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け
る
意
志

決
定
問
題
は
、
ほ
と
ん
ど
解
決
し
て
し
ま
う
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
取
り
巻
く
環
境
条
件
の
中
で
、
も
っ
と
も
予
測
し
が
た
い
の
が
、

消
費
者
行
動
な
の
で
あ
る
。
ト
ー
タ
ル
・
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
シ

ス
テ
ム
・
モ
デ
ル
と
い
っ
て
み
て
も
、
先
程
の
ア
ド
ラ
ー
の
、
そ

れ
を
つ
く
る
上
で
の
マ
イ
ナ
ス
項
目
の
説
明
の
中
で
述
べ
た
よ
う

に
、
予
見
し
う
る
将
来
に
は
つ
く
れ
そ
う
に
な
い
の
で
、
そ
の
中

の
一
番
重
要
な
消
費
者
行
動
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
に
努
カ
が

集
中
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
恐
ら
く
も
っ
と
も
有
名
な
全
体
的

消
費
者
行
動
モ
デ
ル
は
、
一
九
六
三
年
の
｝
o
峯
胃
o
モ
デ
ル
で

あ
ろ
う
。
そ
の
全
体
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
中
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
で

き
る
ほ
ど
精
密
な
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
行
動
科
学
的
に
消

費
者
行
動
の
全
体
を
説
明
す
る
に
は
十
分
な
程
度
に
は
よ
く
で
き

た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
他
、
由
o
老
彗
宇
望
o
亭
モ
デ
ル
、
峯
8
ω
ぎ
モ
デ
ル
な
ど

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
や
は
り
全
体
モ
デ
ル
で
あ
る
か
ら
、
ど

う
し
て
も
大
ま
か
で
、
本
当
に
需
要
の
予
測
を
可
能
に
す
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。

　
現
在
の
消
費
者
行
動
研
究
は
、
局
部
的
細
密
化
の
方
向
に
向
い

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
新
製
品
が
、
買
い
手
の
間

に
ど
の
よ
う
に
普
及
し
て
い
く
の
か
の
プ
ロ
セ
ス
と
か
、
ひ
と
つ

の
ブ
ラ
ン
ド
を
ど
れ
だ
け
忠
実
に
購
買
の
た
び
に
守
る
か
を
表
す

商
標
忠
実
性
（
ブ
ラ
ン
ド
・
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
）
が
、
ど
の
よ
う
に

し
て
形
づ
く
ら
れ
る
の
か
と
か
、
ブ
ラ
ン
ド
の
人
気
と
ブ
ラ
ン
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ド
・
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
と
は
・
．
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
と
か
、

消
費
者
は
、
品
質
を
価
樒
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
に
判
断
し
て
い
る

か
、
と
か
い
っ
た
よ
う
な
研
究
が
、
数
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
た
ぶ
ん
、
こ
の
よ
う
な
研
究
成
果
が
大
き
な
累
積
と
な
っ
た
と

き
に
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
、
消
費
者
行
動
の
全
体
モ
デ
ル
が
つ

く
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ

う
な
総
合
化
が
行
わ
れ
る
に
は
、
た
だ
単
に
研
究
成
果
の
累
積
が

高
く
な
る
と
い
う
だ
け
で
は
だ
め
で
、
知
能
に
つ
い
て
の
サ
イ
パ

ネ
テ
ィ
ヅ
ク
ス
と
い
う
総
合
化
が
、
ノ
ー
バ
ー
ト
・
ウ
イ
ナ
ー
と

い
う
天
才
を
必
要
と
し
た
よ
う
に
、
や
は
り
、
飛
ぴ
抜
け
た
才
能

の
持
ち
主
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
天
才
が
い

つ
生
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
予
測
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。

終
り
に

　
現
代
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
は
、
消
費
者
行
動
研
究
の
成
果

を
中
心
に
お
き
、
そ
れ
に
戦
略
的
な
思
考
を
加
え
た
も
の
と
し
て
、

発
展
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　
戦
後
の
高
度
成
長
が
完
全
に
終
り
を
告
げ
た
今
日
、
企
業
は
ど

ん
な
突
然
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
危
機
は
、

石
油
シ
ョ
ヅ
ク
の
よ
う
な
外
国
か
ら
の
も
の
も
あ
る
し
、
L
P
か

ら
コ
ン
バ
ク
ト
ニ
ア
ィ
ス
ク
（
C
D
）
へ
の
移
行
の
よ
う
な
、
技

術
革
新
に
よ
る
も
の
も
あ
る
。
あ
る
い
は
消
費
者
の
嗜
好
の
変
化

も
あ
る
だ
ろ
う
。
石
油
シ
目
ツ
ク
の
あ
と
の
企
業
の
経
験
は
、
こ

の
よ
う
な
リ
ス
ク
に
ど
う
対
処
す
る
か
を
予
め
想
定
し
て
お
く
コ

ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン
シ
イ
・
プ
ラ
ン
の
必
要
性
を
、
企
業
に
教
え
た
。

こ
の
よ
う
な
戦
略
的
恩
考
を
も
合
め
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
、
現

代
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。

　
昭
和
六
」
年
度
の
困
内
担
当
の
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
講
義
の

内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
生
成

ニ
　
マ
ネ
ジ
リ
ア
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

三
　
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

四
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
方
法
論

五
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
モ
デ
ル
ズ

六
　
消
費
者
行
動
モ
デ
ル

七
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ

八
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

九
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
チ
ャ
ネ
ル
ズ

一
〇
物
流
計
画
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マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ

価
椿
付
け

広
告

　
セ
ー
ル
ス
マ
ン
∪
満
…
馴
…

目
ン
ズ

二
一

　
P
R
、
バ
ブ
リ
シ
テ
ィ

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
目
ナ
ル
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
（
一
橘
大
挙
教
授
）

（31）　マ■ケティング論の系譜

325




